
ブランド力強化を支える先端技術等を活用した新品種・新技術の開発 ～肉用牛～

他県産和牛にはない特徴を兼ね備えた常陸牛を生産するため、県独自のゲノミック評価システムを構築し、県内繁殖雌牛の能力向上と脂肪交雑やロース芯面積などの6形
質に加え新たな美味しさに関する特徴を兼ね備えた種雄牛を造成する。

〇 ゲノミック評価システムの構築
育種価情報に遺伝子情報を加えたゲノミック評価システムの構築

〇 「おいしさ」に関与する遺伝情報の解明
「おいしさ」に関与する物質や遺伝情報を解明し、ゲノミック評価

システムに反映

〇 県産種雄牛の造成や優良繁殖雌牛の改良等
従来法に加え、 ゲノミック評価を活用し、優良な資質をもつ個体

を選抜・交配して種雄牛や雌牛を造成.

〇県独自の種雄牛造成

６形質に加え「おいしさ」等の特徴を兼ね
備えた種雄牛の造成 １頭／R14

目標（R８年度）研究の方向

第3期中期運営計画 今後（第4期中期運営計画） 将来

施策の方向
〇 県独自のゲノミック評価を行うために

必要な遺伝子データ数 5,000検体

〇 県独自のゲノミック評価の実施

↓上記を活用最終目標（R14）
〇 オレイン酸や小ザシ等

肉質に特色ある常陸牛の生産

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

種雄牛の造成
候補牛作出

候補牛選定 検定の実施

直接検定牛選定の
方向性の検討

従来法に加え、脂肪の質（SCD等）
を考慮した種雄牛の造成

繁殖雌牛の改良
雌牛の選定基準の検討 県によるゲノミック評価の実施と解析

優良雌牛群の整備事業団によるゲノミック評価の実施と解析 1,000検体／5ヶ年

指導方法の検討など
該当雌牛の選定等

ゲノミック評価
システムの構築

遺伝情報の解明

遺伝子解析の実施 5,000検体／５ヶ年

県独自のゲノミック評価の実施

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
構築

予測式作成・精度確認

関連遺伝子の解明

特徴付けに生かせる新たな
形質の解析・特定

新たな形質の検討

関連遺伝子の解析

枝肉の画像解析，小ザシの数値化 5,000検体／５ヶ年
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ブランド力強化を支える先端技術等を活用した新品種・新技術の開発 ～養豚～

常陸の輝きの安定生産と更なる高付加価値化を図るため、系統豚の安定供給と脂肪含量のバラツキをなくすなど肉質の高品質安定生産を実現することで、トップブランド化を
目指す。

〇 新たな系統豚の造成
ローズL-４、ローズD-2

〇 豚肉の高品質安定生産技術確立
IMF、アミノ酸に着目した肉質改善

肉質に影響を与える飼料形状の解明

〇 系統豚等の維持・供給
L-3･4、D-1･2、Ｗの安定供給

〇ＩＭＦ・アミノ酸制御等による高品質豚肉
生産技術の確立

目標（R６年度）研究の方向 施策の方向

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

第3期中期運営計画 今後（第4期中期運営計画） 将来

デュロック種
遺伝的改良
手法の開発
(IMF・ｱﾐﾉ酸)
・

系統豚等の
維持・供給
(Ｌ-3・4､Ｗ､D-1)

遺伝子解析、血液成分等による筋肉内脂肪含量の改良
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L-3・4

W
D-1

優良豚の選抜・交配・供給（育成豚 25頭/年）

遺伝子解析による筋肉内遊離アミノ酸含量の改良

系統豚L-4の維持・供給（種豚供給頭数：１２０頭／年）

新たな系統豚
の造成
（L-4、D-2）

系統豚の維持・供給 （精液供給本数 3,400本／年）

豚
肉
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質
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術
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ローズD-1
の肉質改善

肉質調査

IMFに関する遺伝子解析

飼料形状と雌系統の影響調査、技術指導

飼養管理技術に関する調査・研究の検討・実施品質安定化に
向けた

飼養管理技術

第１世代 第２世代 第３世代 第４世代 第５世代
D-２完成

改良目標設定
精液導入 生体導入

D-2造成開始（優良豚の選抜・交配）

第４世代 第５世代
L-4完成L-4

D-2

系統豚L-3の維持・供給

解析結果の活用 選抜技術の確立

目標（Ｒ９年度）

生存産子数 ：12.0頭
３週齢総体重：64.0kg
１日平均増体重：930g

〇ローズL-4の造成 〇脂肪に加え高品質な肉質を持つ

常陸の輝きの安定生産

常陸の輝き出荷頭数

33,000頭／年

飼料形状の統一と新系統の活用



ブランド力強化を支える先端技術等を活用した新品種・新技術の開発 ～養鶏～

〇 原種鶏の維持と種鶏の供給
奥久慈しゃも原種鶏のしゃも種（J）、名古屋種（T）およびロードアイ
ランドレッド種（L）の維持ならびに種鶏のＪおよび交雑種（ＴＬ）の供給

〇 近交退化抑制のための奥久慈しゃも原種鶏の次世代鶏作出
しゃも種：確立した手法を用いた次世代鶏の作出および切り替え

ロードアイランドレッド種：次世代鶏作出手法の確立ならびに産卵率関与

遺伝子の探索および育種への応用

名古屋種：次世代鶏作出技術の確立

〇しゃも種（J）の供給
250羽／年

〇交雑種（TL）の供給
1,800羽／年

目標（通年）研究の方向

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

奥久慈しゃもの品質並びにブランド力を維持するため、新たな次世代鶏の作出等に取り組むことで種鶏の安定的な供給を図る。

第3期中期運営計画 今後（第4期中期運営計画） 将来

原種鶏の維持
種鶏の供給

しゃも種

ロードアイラ
ンドレッド種

奥久慈しゃも原種鶏の維持（畜セ）・危険分散飼育の実施（２ヶ所：生産組合、農業高校）

次世代鶏
の閉鎖維持

次世代鶏能力調査
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〇品質を維持した奥久慈しゃもの
生産

施策の方向

次世代鶏の作出
生産性
肉質確認

次世代鶏の作出

奥久慈しゃも種鶏の供給（しゃも種：250羽/年、交雑種：1,800羽/年）

次世代鶏
の閉鎖維持

生産性
肉質確認

選抜
指標
の
確立

しゃも種
切り替え

ロード
切り替え

異系統
外部導入

〇ロードアイランドレッド種

次世代鶏作出技術の確立

ロードアイランドレッド種の産卵率関与遺伝子の探索

目標（R8年度）

次世代鶏を用いた肉用鶏の生産性・肉質調査

名古屋種 名古屋種の次世代鶏作出技術の確立（予定）



持続可能な畜産に対応した環境対策技術の開発

地域と調和した畜産経営を展開するため汚水処理や液肥利用促進、臭気低減に関する研究・技術開発を進めて持続可能な畜産経営を実現する。

〇 液肥利用促進に向けた簡易分析技術の開発
検量線の作製など、液肥の成分値を簡易に推測できる技術を開発

〇 品質の安定した液肥生産技術の開発
液肥成分のバラツキ要因を解明し、成分が安定した液肥生産技術を開発

〇 畜舎排水の低コスト蒸発散処理技術の開発
生産現場で導入しやすい低コストな蒸発散処理技術を開発

〇 臭気低減に関する研究
苦情件数が最も多い臭気の低減に向けて、低コストな脱臭技術等を開発

目標研究の方向

R4 R5 R6 R7

第3期中期運営計画 次期

液肥利用促進に
向けた品質安
定・簡易分析技
術の開発

畜舎排水の低コ
スト蒸発散処理
技術の開発

臭気低減に関す
る研究

液肥分析

実規模ハウス試験

設置・維持管理費が低コストな脱
臭槽構造の検討

液肥生産条件収集

検量線作成と更新
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〇霞ヶ浦への負荷軽減等地域と

調和した畜産経営の確立

施策の方向

使用済み脱臭資材の二次利用方法
の検討

製造方法ごとにグループ化（成分のばらつき要因の探索）

低コストな脱臭技術の開発

効率的蒸発散システムの構築

液肥分析技術確立

液肥利用マニュアルの策定

肥効特性の検討（飼料作） 施肥量ごとの生育・収量調査/飼料作物成分分析

霞ヶ浦水質保全に関する新規課題

普及及び実証

臭気低減に関する新規課題

普及及び実証

〇簡易な液肥成分分析技術の確立
（R7年度）

〇液肥利用マニュアルの改訂
（R7年度）

〇効率的な蒸発散システムの構築
（R6年度）

〇低コストな脱臭技術の開発
（R6年度）

液肥と組み合わせた
処理モデル事例調査


